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Ⅰ．序論
　従来、患者の死亡時において、患者の身体を清潔
にし、死によって生じる外観の変化をできるだけ目
立たないように、その人らしく整えることを“死後
処置”としてきた１）。処置とされていたこの行為が、
現在医療の中で、“死後ケア”（エンゼルケア）また
は“最後の看護”としてより充実し進化しつつある。
小林ら２）は、死後ケア（エンゼルケア）の概念を、
エンゼルメイク、グリーフケアおよび死後の身体部
分の整えが重なり合い、連動しつつ存在すると説明
している。エンゼルメイクとは「医療行為による身
襲（例えば人工呼吸のための挿管チューブや胃管の
固定など）や病状などによって失われた生前の面影
を、可能な範囲で取り戻すための顔の造作を整える
作業や補正を含んだ、“ケアの一環としての死化粧
である。また、グリーフケアの意味合いも併せ持つ
行為であり、最期の顔を大切なものと考えた上で、
その人らしい容貌・装いに整えるケア先般のことで
ある」２）と定義し、従来の死化粧にさらなる意味
を加えている。エンゼルメイクとそれらを含む遺体
への一連のケアをエンゼルケアといい、重要な家族
へのグリーフケアの一つとして位置づけているので
ある。先行研究３）４）においても、エンゼルケアが
グリーフケアによりよい影響を与えていることが報
告されている。
　そこで今回、時代とともに変化しつつあるエンゼ
ルケアが、現在どのように臨床でおこなわれている

のかを明らかにすることを目的として、調査をおこ
なった。なお本稿においては、死後のケアに関する
用語として、「エンゼルケア」を用いることとした。

Ⅱ．方法
　エンゼルケアに関する研修会に参加した看護職42
人を対象に、質問紙調査を実施した。調査票は、遺
体のケアの実際、エンゼルケアの際の儀礼、家族の
希望およびフェイス項目から構成した。調査を行う
にあたり、倫理的配慮として、調査の趣旨を文書と
口頭で説明し、調査票を配布した。合わせて、調査
協力が自由意志であること、調査票は無記名であり、
統計的に扱われるため回答者が特定されないこと、
結果は公表されることを記載した、回答者の研究協
力は、調査票の返却によって承諾を得られたと判断
した。

Ⅲ．結果
１．対象者の背景
　33人の現役の看護職から回答を得た。33人の背景
は、看護職としての経験年数が1年目から30年目ま
での、平均16.4±9.1年で、現在の勤務病棟は、内科、
外科、整形外科、混合病棟、介護型医療病棟等であっ
た。
２．エンゼルケアの実際
１）家族参加
　エンゼルケアの実施について、「看護職だけで行っ
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ている」との回答は６人（18.2％）に対し、「家族
の意向を聞いて希望があれば家族とともに行ってい
る」は、26人（78.8％）であった。
２）エンゼルケアの手順
　エンゼルケアの研究の発展にともない、遺体への
詰め物や化粧の方法等も見直されてきており、「死
後の処置」といわれていた遺体のケアの方法も実際
にはさまざまな配慮や工夫が見られるようになった。
従来の死後の処置には、「割り箸を用いて、体腔内
に綿花を詰める。詰める順序としては、鼻腔、口腔、
外耳道、肛門、膣（女性の場合）に綿を詰め、T字
帯をする。」５）とするのが一般的であったが、今回
の調査結果から、この手順について、実際には「セ
イフティーキット注）を使用し、綿を詰めない」（類
似内容含む）としたものが７人（21.2％）に見られた。
また、割り箸にかえて長摂子を使用しているとの回
答が１件（3.0％）見られた。
３）エンゼルケアの際の儀礼
　エンゼルケアの際の儀礼については、図１に示す
ように、「死化粧をする」は33人（100％）の全員が
行なっており、「着物を左前合わせにする」32人

（97.0%）、「着物のひもを立て結びにする」32人
（97.0%）、「手を胸元で合掌させる」31人（93.3%）
と9割以上の看護職が実施している。続いて「末期
の水をとらせる」16人（48.5％）、「遺体を北枕にする」

12人（36.4％）の割合が高く、「遺体の清拭に使用
する温湯は水の上から湯を注ぐ（逆さ水）」は４人

（12.1％）、「剃刀を枕元におく」は１人（3.0％）と、
割合は低いながらも、臨床で行われていることがわ
かった。
４）本人、家族の希望
　患者・家族の希望として、通常のケア以外に看護
師が行なったことを自由記載で質問した。その結果
は多様で、「本人が準備していた着物を着せた」「家
族からの希望でスーツを着せた」「本人の一番好き
だった服を着せた」「一番楽しかったときの思い出
の服を着せた」「その人の信仰していた宗教に関す
る着物を着せた」「高齢の男性に紋付き袴を着せた」

「結婚25年周年記念の旅行に着用した服を家族の希
望で着せた」「生前自分で縫われた赤い着物を家族
が着せられた」「踊りで着用する着物を着せて欲し
いと希望された」等の記述が見られた。最後の場面
で本人や家族の希望が反映されていることがわかっ
た。

Ⅳ．考察
　以上の調査結果から、エンゼルケアの実施につい
て７割以上の看護職が家族とともに行なっていると
回答していた。このことは、藪内らの調査６）や金
木の調査７）とも、同様の結果であった。

図１　エンゼルケアの際に行なわれている儀礼 
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　塚原ら８）は、エンゼルケアに家族が加わることが、
家族のグリーフケアにつながることを看護職が再認
識したと報告している。また、家族（遺族）を対象
とした飯田らの調査３）では、家族参加のケアは、
家族の満足感が得られ家族が喪失の現実を受け入れ
る第一歩となり、患者へのねぎらいの気持ちや家族
自身への癒しにも繋がっていると述べている。しか
しその一方で、家族の中には「何をしていいかわか
らなかった」「闘病生活が思い出されつらかった」
等の意見も見られ、家族の意向を尊重したケアへの
参加の呼びかけが必要であると思われる。
　次に遺体のケアの実際では、遺体の体腔内に綿花
を詰めることについて、「セイフティーキットを使
用し、綿を詰めない」との回答が２割強あった。日
野原９）は脱脂面や青梅綿を体腔に入れることを不
必要な処置ではないかとし、小林10）も鼻腔への詰
め物は、舌根沈下があるので、胃内容物の腐敗した
臭気や内容物が漏出する可能性は低いとしている。
米国のテキスト11）12）にも鼻腔の詰め物の記載はな
く、会陰部や直腸部からの流出物を吸収するパッド
をあてるという記載11）となっている。
　今回の調査結果から、現在の臨床において、必要
時に応じて、体腔内に綿花を詰める対応を行ってい
ること、内容物の流出を防止するためにセイフ
ティーキットの使用が行われていることがわかった。
　エンゼルケアの際の儀礼について、死化粧は全員
が実施していた。死化粧に、失われた生前の面影を
可能な範囲で取り戻すための顔の造作を整える作業
や補正を含んで行なわれるのがエンゼルメイクであ
る。そこにはマッサージやその人らしさを演出する
化粧が含まれている。今回の調査では、エンゼルメ
イクの実施状況については不明であるが、今後エン
ゼルメイク研修会の浸透とともに、より生前に近い
患者の死化粧の実施率が増加していくことと予測さ
れる。次に東ら13）が1998年に大学病院の看護師を
対象に行なっている調査と今回の調査結果を比較す
ると、「着物のひもを立て結びにする」「手を枕元で
合掌させる」の割合はほぼ同じであった。一方「着
物を左前合わせにする」は今回の調査でほぼ全員が
行っているのに対し大学病院では13.6％であり、「末
期の水をとらせる」（48.5％）は、大学病院では7.3％、

「遺体を北枕にする」（36.4％）は、大学病院では
10.9％と実施の状況に違いが見られた。今回の調査
対象は地域の病院で勤務している看護職であり、儀

礼を考慮しつつケアを行なっている実態が示唆され
た。また、調査時期が10年近く異なり、この間、死
後の処置が最期の看護として見直されてきた影響も
あると思われる。
　さらに、家族の希望については、家族から着衣に
ついての様々な希望があること、その希望には生前
の患者との思い出や患者自身の願いが反映している
こと、臨床の場では、そのことをくみ取ってケアし
ていることがわかった。
　今回の調査結果から、エンゼルケアの実態として、
看護職は、エンゼルケアへの参加を家族によびかけ
ていること、ケアの中には儀礼を組み込んでいるこ
と、着替えには家族や患者本人の希望を取り入れて
いることがわかった。これらのことが、家族のグリー
フワークを支えることに繋がるのであれば、今後さ
らに家族の意向に配慮した、家族参加のエンゼルケ
アの充実が必要になると思われる。
　最後に、今回の調査対象者は、エンゼルケアの研
修会に参加した看護職であり、エンゼルケアの臨床
での実態を把握するにはバイアスが生じ、この結果
を一般化するには限界があったことを附言する。
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